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下半期報告
　上半期に今後の展望で示した「適正在庫」に関しては、目標数値を掲げはしなかったが、ある程度の結果を残
せたと考えています。適正在庫に近づいてきた要因としては、薬局の全員が現在使用されている薬剤の動きを把
握し、適正な購入（入庫）と払出（出庫）が行われて来たというこが一番目要因と考えられます。
　それに加え、院内採用薬の検討、同効薬の整理、ジェネリック薬の採用など、薬剤の見直しを薬事委員会、ジェ
ネリック薬検討小委員会（後藤先生委員長）で行ってきたことも大きな要因として考えます。
　また、療養病棟が常に満床の状態となり、錠剤を粉砕して投与する患者様が約4割となりました。粉砕による
調剤は、通常の調剤と比較し時間と手間がかかり、1日の業務の中で粉砕調剤にかかる時間が明らかに増加して
きました。
　昨年の11月末より3日間に渡り病院機能評価機構の訪問審査が行われ、薬局としては問題なく終えたと考えま
す。
院外研修参加
10／20　札幌病院薬剤師会　学術講演会
11／15第14回　アストラゼネカ病院薬学セミナー
11／07　第12回　透析座談会
1！／11　札幌薬剤師会　特別講演会
11／12　第5回　注射調剤研究会
11／13　第2回　採用薬研究会
11／18　第106回　薬剤師臨床セミナー
11／19病院薬剤師フォーラム
12／04　第9回　札幌病院薬剤師会会員発表
　　　　　　　　演者　滝ヶ平
02／05第25回　札幌市病院学会
　　　　　　　　演者　高山
　　　　　　　　座長　風間
02／17医療薬学セミナー
03／17第110回　薬剤師臨床セミナー
業務実績
10月 11月 12月 1月 2月 3月
服薬指導（回数） 138 136 160 154 148 186
混注業務（IVH数） 203 235 278 264 227 272
これからの展望
　今後も、薬剤の購入・払出、在庫の評価・検討を行っていき、適正な薬剤管理を続けて行きたいと思います。
また、薬剤の変更がこの後も続くと思いますがよろしくお願い致します。
　薬剤管理指導業務に関しては、回数の回復・増加を目指しましたが、ほんの微増にしか過ぎず、今後の強化課
題として回復・増加に務めていきたいと思います。
　粉砕による調剤時間の減少を計る目的で速崩錠・口腔内崩壊錠の採用を行ってきましたが、根本的な解決策と
はなっていないため、他の方法（簡易懸濁法）を検討中です。
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